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学術会議共同声明： エネルギーの持続可能性と安全保障 

 
エネルギーの持続可能性と安全保障 
 
経済的繁栄、社会開発及び環境保護が持続可能な開発にとって、主要な、相互に関連する三

つの要素であることについては、広範な国際的総意が成立している。持続可能で信頼できるエ

ネルギー供給は、世界のすべての諸国にとって、これら三つの目標を達成するための主要な条

件の一つである。エネルギーの持続可能性と安全保障が達成されなければ、基本的な人間開発

目標は達成され得ない。 
 
昨年、我々は、気候変動という主要な課題に取り組んだ。これらの挑戦は、主としてエネル

ギーのシステムと使用に関連している。このため、我々は、２００６年のＧ８サミットに際し

て、エネルギーの持続可能性と安全保障に取り組む機会を歓迎し、今後ともこれらの危急の問

題に引き続き焦点を当てていくこととしている。世界の学術会議によって設立された「インタ

ーアカデミー・カウンシル」は、現在、このエネルギー技術の移行という課題に対して詳細な

検討を行っており、１年以内にその作業を完了することとしている。 
 
エネルギーの持続可能性と安全保障の問題と課題 
 
エネルギーの持続可能性と安全保障に関連した非常に深刻な困難があることはますます明確

になってきている。これらには次のものが含まれる。 
 

 現在のエネルギー源とエネルギー・システムがこのまま継続することによる、環境、
気候変動及び健康に与える大規模な地球的かつ地域的な影響。 

 安価でクリーンなエネルギー源の需要がますます増大し、これにより、エネルギー
を地球規模で供給するための効率的なシステムを構築するための投資も必要になる

という予測が明確になっていること。 
 特に輸送システムのための、エネルギー供給における緊張。 
 エネルギー源とエネルギー使用者の間の地理的なアンバランスがますます深刻にな
っていること。 

 エネルギー資源の非効率で無駄の多い使用。 
 急激に上昇し変動する石油とガスの価格。 
 生活の質の改善を支援するため、世界人口の相当部分に燃料と電気を供給すること。 
 エネルギー・インフラストラクチャーに対する自然災害、システムの故障及び人的
行為の影響。 

 
エネルギーの持続可能性と安全保障の課題の解決 
 
地球規模のエネルギーの持続可能性と安全保障をもたらすためには、各国レヴェルにおける

多くの活発な活動及び相当程度の国際協力を必要とする。これらの行動と協力のための手続き

は、特にエネルギー使用効率の増進のための方法の探求において、広範囲の公的支援に基づく

必要がある。更に、石炭や非在来型の化石資源のクリーンな使用、高度な原子力システム及び

再生可能エネルギーを含むエネルギー供給の新しい源泉とシステムを開発し、配備することが

必要となる。機関燃料の多様化、個人輸送における低エミッション技術の使用の増加、及び都

市の大量輸送の配備を更に重視することは、急速に都市化している世界において大いに必要と

されている柔軟性と経済性をもたらすであろう。  
 



（仮訳） 
 

エネルギーのシステムとパラダイムにおける必要な変化と移行は、多くの挑戦的な科学的、

技術的及び経済的な目標の達成なくしては不可能であり、何十年にもわたって持続する巨大な

資源の投入を必要とする。また、それには、知識、技術及び資本の広範囲な開放性と移転も必

要となろう。 
 
したがって、地球規模のエネルギーの持続可能性と安全保障を容認し得る水準に到達させる

ためには、戦略的なエネルギー政策の優先事項を特定することに対する政府による継続した取

組みと国際協力並びに対応する政策、活動及び国家投資の継続的実施を必要とする。また、大

きな経済的、環境的、政治的な損害を避けるために、エネルギーの持続可能性と安全保障への

脅威に対して、共同して適切な時期に対処するためには、主要な優先事項を設定し、この達
成のために、一般市民と産業の指導者の参加を得ることも肝要である。 
 
共通の戦略的優先事項には次のものが含まれる。 

 
 エネルギー・システムのエネルギー効率と経済効果を総体的に改善することを含む
エネルギー効率化の促進。 

 エネルギーの需要と供給の多様化、すなわちエネルギーの組合せ、源泉、市場、輸
送路及び輸送手段の多様化は、単一又は支配的な資源とシステムに関連した脆弱性

を減少させる。 
 強靱性に留意した地球規模のエネルギー・インフラストラクチャーの開発。 
 高度な原子力技術と再生可能システムを含むクリーンで安価なエネルギー源とエネ
ルギー・システムの促進。 

 地域的なエネルギー資源とシステムの開発によるエネルギー生産の分散。 
 温室効果ガスの放出の減少に資することができる費用対効果に優れた経済手法の促
進。 

 近代的なエネルギーを入手できない世界人口のおよそ３分の１の人々の緊急需要に
取り組む。 

 
技術革新、研究開発及び配備 
 
我々は、科学と工学のコミュニティーには持続可能で安全なエネルギー・システムへの移行

を実施することを支援する特別な責任があると認識している。我々は、国際協力、主要な研究

開発及び技術革新が不可欠である領域に特に注目する。そのような領域の重要な例は以下のと

おりである。 
 

 建築物、装置類、モーター、輸送システム及びエネルギー部門それ自体のエネルギ
ー効率。これらにはエネルギー効率を向上させる大きな余地がある。 

 様々な状況について効率的な戦略を見つけるシステム分析。 
 二酸化炭素の隔離の可能性を含むクリーン・コール・システム。 
 安全、廃棄物及び拡散防止の問題に対処する高度な原子力システム。 
 汚染の規制。 
 非在来型の化石燃料とこれに関連する環境保護。 
 バイオマス生産及びエネルギー変換、天然ガスの液化変換。 
 地熱、風力、潮力、太陽などの長期的な再生可能エネルギー源及びエネルギー貯蔵
技術。 

 貧困地域、地方、孤立したシステムの需要に対応するための小規模分散型のシステ
ム及びこのようなシステムのより広い応用の検討。 

 
結論 
 



（仮訳） 
 

我々は、持続可能で安全なエネルギー・システムに関する一般的な戦略的優先事項の特定、

及びこれらの戦略的優先事項に向けての活動の実施に際しての協力を世界の全ての諸国に要請

する。 
 
Ｇ８諸国は、現在の高い水準のエネルギー消費について特別な責任を負っており、地球規模

のエネルギーの持続可能性と安全保障を確保するに当たって主導的役割を果たすべきである。 
 
我々は、世界の指導者、特に２００６年７月にＧ８サミットに出席する指導者に以下を要請

する。 
 

 地球規模のエネルギー安全保障上の懸念の現実性と緊急性を明確化すること。 
 クリーンかつ安価で持続可能なエネルギー・システムへの移行に必要な大規模なイ
ンフラストラクチャー投資及び準備期間の計画を立てること 。 

 既存及び革新的なエネルギー・システムを使用する国内の能力を育成するため、技
術移転を含め、開発途上国との協力を強化すること。 

 費用面で競争力があり、環境面で有益で、市場に受入れ可能なクリーンな化石、原
子力及び再生可能技術の開発と実施を、適切な政策と経済手法によって促進するこ

と。 
 産業界と協力して、自然災害、技術的故障及び人的行為からエネルギー・インフラ
ストラクチャーを保護するための技術が、開発、適用され、対策が執られることを

確保すること。 
 民間企業とも提携して、研究開発の深刻な資金不足に取り組み、高度なエネルギー
関連の研究開発を加速する動機を与えること。 

 エネルギー問題への一般の理解を増進し、エネルギー関連の専門知識と技術的能力
を養う教育プログラムを導入すること。 

 エネルギー効率、二酸化炭素の隔離を伴う非在来型の炭化水素とクリーンコール、
革新的な原子力、分散した電力システム、再生可能エネルギー源、バイオマス生産、

バイオマス及びガスの燃料への変換に、政府の研究と技術的取組みの焦点を合わせ

ること。 
        

  


